
東京学芸大学大学院教育学研究科再入学に関する内規の一部改正（案）について 

 

改正理由：委員会の再編及び大学院学則の改正に伴い，所要の改正を行うものである。 

改       正 現       行 

１  東京学芸大学大学院学則第27条の規定に基づく大学院教育学研究科の再入学に

関しては，この内規の定めるところによる。 

 

   〔省略〕 

 

４ 再入学の願い出があったときは，選考委員会を設けて，再入学の事由等につい

て審査し，大学院教育学研究科運営委員会の議を経て決定するものとする。 

  選考委員会は，再入学の願い出があった専攻から選出された教員２名によって

構成する。 

５ 再入学を認められた者の入学時期は４月とし，退学前に所属した専攻のコース

（サブコース），学年に再入学するものとする。ただし，平成19年度以前に入学

した者については，別表の専攻のコース(サブコース)及び退学前の学年に再入学

するものとする。 

６ 再入学後の在学期間は，退学前の在学年数（休学期間を除き，１年未満の端数

は切捨てる。以下同じ。）を合算して６年以内（修士課程短期特別コースにおい

ては３年以内）とする。ただし，平成８年度以前に入学した者については，退学

前の在学年数を合算して４年以内とする。 

７ 再入学後の教育課程及び履修基準は，再入学後に所属する専攻の基準を適用す

るものとする。 

  なお，退学前に履修済みの授業科目を再入学後の教育課程の授業科目に読み替

えるに当たっては，当該授業科目を担当する専攻のコース（サブコース）が行い

，総合判定は大学院教育学研究科運営委員会が行う。 

 

   〔省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１  東京学芸大学大学院教育学研究科規程第13条の規定に基づく再入学に関しては

，この内規の定めるところによる。 

 

   〔省略〕 

 

４ 再入学の願い出があったときは，選考委員会を設けて，再入学の事由等につい

て審査し，当該学系の教授会の議を経て決定するものとする。 

  選考委員会は，再入学の願い出があった専攻から選出された教員２名によって

構成する。 

５ 再入学を認められた者の入学時期は４月とし，退学前に所属した専攻のコース

（サブコース），学年に再入学するものとする。 

  ただし，平成15年度以前に入学した者については，別表の専攻のコース(サブ

コース)及び退学前の学年に再入学するものとする。 

６ 再入学後の在学期間は，退学前の在学年数（１年未満の端数は切捨てる。）を

合算して６年以内，教育学研究科短期特別コースにおいては３年以内とする。 

  ただし，平成８年度以前に入学した者については，退学前の在学年数（１年未

満の端数は切捨てる。）を合算して４年以内とする。 

７ 再入学後の教育課程及び履修基準は，再入学後に所属する専攻の基準を適用す

るものとする。 

  なお，退学前に履修済みの授業科目を再入学後の教育課程の授業科目に読み替

えるに当たっては，当該授業科目を担当する専攻のコース（サブコース）が行い

，総合判定は教務委員会が行う。 

 

   〔省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



平成１６年度～平成１９年度に入学

旧コース 旧サブコース

幼児教育 幼児教育

家庭科教育 家庭科教育
生活科学 生活科学
国語科教育 国語科教育
日本文学 日本語学・日本文学
中国古典学 中国古典学
日本語学 日本語学・日本文学
日本語教育 総合教育開発 国際理解教育 日本語教育
英語科教育 英語科教育

社会科教育 社会科教育
地理学 地理学
歴史学 歴史学
哲学・倫理学 哲学・倫理学
法学・政治学 法学・政治学
経済学 経済学

社会学

数学科教育 数学科教育
数学 数学
理科教育 理科教育
物理学 物理学
化学 化学
生物学 生物学

地学

技術科教育 技術科教育
技術科学 技術科学
音楽科教育 音楽科教育
音楽 音楽

表現ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ教育
芸術教育

書道教育 美術教育 書道教育
体育科教育 体育科教育
体育学 体育学
運動学 運動学
健康・生涯スポーツ 総合教育開発 生涯教育 健康・生涯スポーツ

養護教育 養護教育 養護教育 養護教育

地域研究教育 地域研究教育
生涯教育 生涯教育 生涯教育

文化遺産教育 文化遺産教育
表現ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ教育

専攻名

環境自然科学環境教育

理科教育

総合教育開発

美術教育

総合教育開発 表現教育

音楽教育

国語教育

共生社会教育総合教育開発 生涯教育

総合教育開発

学校教育

学校心理

特別支援教育

家政教育

英語教育

社会科教育

数学教育

保健体育

技術教育

保健体育

社会科教育

社会学

美術

技術教育

表現教育

総合教育開発

国際理解教育
多言語多文化教育

情報教育

環境教育
環境教育

音楽教育

美術科教育

数学教育

地学・環境科学

理科教育

美術教育

総合美術

家政教育

英語教育
英語学・英米文学・文化

国語教育

特別支援教育

特別支援教育

発達障害

支援方法

学校心理
学校心理

臨床心理

専攻名 コース サブコース

学校教育
学校教育 学校教育

学校心理

臨床心理

特別支援教育

発達障害

支援方法

美術科教育

英語学・英米文学・文化

美術

環境教育

美術

芸術教育

国際理解教育

情報教育

環境教育

表現教育

多言語多文化教育

 
 

 

旧講座 旧分野（コース）

学校教育
国際教育

幼児教育 幼児教育 幼児教育
心理学 心理学

教育カウンセリングコース
心理学 心理学

教育カウンセリングコース
障害児教育 特別ニーズ教育学

教育カウンセリングコース
障害児教育 発達障害学

教育カウンセリングコース
障害児教育 発達支援方法学

教育カウンセリングコース
家庭科教育
生活科学
国語科教育 国語科教育・日本語教育
日本語学・日本文学 日本語学・日本文学
中国古典学 中国語学・中国文学
英語科教育 外国語教育

言語学
外国文学・文化

社会科教育 社会科教育 社会科教育第一
地理学 比較地域研究 地理学
歴史学 社会科教育 社会科教育第一
哲学・倫理学 社会科教育 社会科教育第二
法学・政治学 社会科教育 社会科教育第二
経済学 社会システム 社会システム
社会学 社会システム 社会システム
数学科教育 数学教育
数学 数学
理科教育 理科教育
物理学 物理科学
化学 分子化学
生物学 生命科学
地学 宇宙地球科学
技術科教育 技術教育
技術科学 技術科学
音楽科教育 音楽教育
音楽 総合音楽

美術教育
造形美術
美術教育
造形美術

書道教育 美術教育 書芸・書道教育
体育科教育
体育学
運動学

養護教育 養護教育 保健体育 保健体育
外国語教育 外国文学・文化
国語教育 中国語学・中国文学

多言語多文化コース
日本語教育 国語教育 国語科教育・日本語教育
地域研究教育 比較地域研究 地域研究
健康・生涯スポーツ 保健体育 保健体育
生涯教育 学校教育 生涯教育

社会科教育 社会科教育第二
社会システム 社会システム
数学・情報教育 情報科学
技術教育 技術科学

情報教育コース
比較地域研究 地理学

環境教育コース
理科教育
物理科学
分子化学
生命科学
宇宙地球科学

文化遺産教育 広域自然科学・理科教育 文化財科学
表現コミュニケーション教育美術教育 造形美術

音楽教育 総合音楽
造形美術
書芸・書道教育

美術教育

保健体育 保健体育

基礎自然科学・理科教育

広域自然科学・理科教育

学校心理

学校教育
学校教育

学校心理

臨床心理

学校教育

技術教育

家政教育

平成１０年度～１５年度に入学

生活科学

数学・情報教育

専攻名 コース サブコース

特別支援教育

特別支援教育

発達障害

支援方法

国語教育 国語教育

音楽教育

理科教育
基礎自然科学・理科教育

広域自然科学・理科教育

外国語教育

美術教育

美術科教育 美術教育

美術 美術教育

環境教育

保健体育

家政教育

技術教育

総合教育開発

社会科教育

音楽教育

英語教育
英語学・英米文学・文化

数学教育

環境自然科学

芸術教育

国際理解教育

生涯教育

情報教育

環境教育

表現教育

多言語多文化教育

共生社会教育

 
 



   附 則 

 この内規は，平成20年７月８日から施行し，平成20年４月１日から適用する。 

 


